
第３回　羽村市まち・ひと・しごと創生計画懇談会　グループディスカッション

2015/08/21　201・202会議室

プロジェクトの施策について

グループ 懇談会での発表（要約）

①池田委員、
田嶋委員、
寺島委員、
伊藤委員

　●「プロジェクト２　２．子育て（２）病児保育の実施」
・親が診られる環境設定を。
・必要な状況も理解できるが、もっと上手に助けられる方法がないか。　→　子どもの具合悪い時に、親が休める体制がある
とよい。
・羽村の教育の質を上げるためとして、小中一貫にはどのようなメリット・デメリットがあるか。

②井手委員、
宇津木委員、
渋谷委員、
小林委員

●「プロジェクト１　３．若者との協働（４）女性の活躍推進の視点に立った施策の展開」
・子育てや結婚などの施策に比べて弱い。女性自己実現を考えたときにバランスを欠いている。
・結婚出産の推奨もいいが、微妙な言葉づかいを庁内で精査するべき。

③岡委員、
髙橋委員、
折原委員、
羽村委員

・「家族の笑顔が生まれるまち　はむら」（地方創生の方針）の内容を、施策の方向性に置き換えたほうがいい。
・国の基本方針の順番を羽村市では入れ替えていることを明確にしてもいい。
・４つのプロジェクトの各事業の再掲項目を整理する。　→　ひとつのプロジェクトに落とし込む。コンパクトに整理すると見る
人が混乱しない。

④大和田副会長
山本（三）委員、
勝山委員、
清水委員

●「プロジェクト４　１．広報」
・コミュニティ自らが羽村市の魅力を情報発信できるようなものを吸い上げてほしい。
・参画できる広報のあり方を考える。
●その他
・羽村動物公園を活用し、補助がでるような仕掛けを考える。

1


